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2022 練馬全労協・練馬地域ユニオン 
合同団結新年旗開き開催 

１月11日（火）19時からココネリ研修室

２で、練馬全労協・練馬地域ユニオン合同新

春団結旗開きが開催されました。司会の真下

事務局長の開会挨拶ではじまり、春闘情勢報

告をお願いしていた東京全労協大森議長が急

遽体調不良で欠席となりました。 

主催者挨拶が五十嵐議長代行よりあり、春

闘を闘ってきたが90年代半ばから賃金がま

ったくあがらなくなった。非正規も増えて、

賃金、手当等で差別を受けている実態があ

り、同一労働同一賃金を実現しなければなら

ない。東京都では、退職年齢が60歳から65

歳に段階的に引き上げられ、賃金は引き下げ

られました。年金制度と連動している為、辞

められず働かなければならないと挨拶があり

ました。 

 北部労協の小泉議長からは、今年の春闘

がはじまっているが、経営側に岸田政権から

も経団連に業績によってベースアップをとの

話をされている。安倍政権から続き「成長な

くして分配なし」と言っている。コロナ禍の

中での、経済政策の失敗で貧困格差が生まれ

た。私たちは全労協の旗のもとで、練馬全労

協は運動を地域から作ってきたことに自信を

もってもらいたい。北部労協も組織を再構築

し練馬全労協と共に闘いたいと挨拶がありま

した。 

ＪＡＬ争議団からは宝地戸さん、加藤さん

からそれぞれ挨拶がありました。宝地戸さん

からは2018年５月に会社側から解決したい

と話が出されたが解決していない。私たちは

職場復帰と解決金を目指して闘っている。特

別協議を19回行っているが、一向に話が進

まない。「定年退職」として組合に所属して

いないパイロット３人がＪＡＬ被解雇者労働

組合（ＪＨＵ）を新しく立ち上げ、会社に団

体交渉を申し入れしたが拒否された。国交省

にも昨年９月に団交を申し入れたが拒否され

た。そこで都労委に団交拒否の不当労動行為

救済の申し立てを行い都労委での闘いが始ま

っている。ＪＡＬ被解雇者労働組合には、そ

の後12月に客室乗務員19名が加入をした。

都労委闘争を成功させないと前進しないと力

強く話されました。加藤さんからはＪＡＬは

いかにも私たちをなめていると、怒りをこめ

て述べました。 

ＪＡＬ争議の全面解決をめざす２月16日

東京集会への呼びかけと決意を述べられまし

た。最後にユナイテッド争議団から裁判報告

集会があり参加できないので書面にて、お祝

いのメッセージが司会者から披露されまし

た。また練馬地域ユニオン奥山委員長の力強

い団結ガンバローで旗開きを閉会しました。 
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退職届の無効および退職の 

撤回を求める闘いの経過 
1.退職届の無効の通知を無視した会社 

昨年３月練馬ユニオンに退職届の撤回に

ついて相談が寄せられました。 

社長とのやり取りの中で退職届を書いてし

まった。 

直ちに「退職願いの無効および退職の撤回

を求める通知書」を送ったが、社長から「退

職届の有効性に」ついては議論するつもりは

全くないとの返事が届き、撤回を求める通知

に対して話し合いは一度も行われず、退職手

続きが一方的に進められてしまった。 

当該の希望は退職届を撤回し職場に戻り病

気休暇に入って、傷病手当の申請を望んでい

ましたが、会社は無効通知を無視し話し合い

にも応じませんでした。 

 

2.ユニオンに加入し退職届無効、 

退職撤回の団体交渉を始める 

第１回の団体交渉では退職届について、会

社の主張は退職届は有効であり撤回は認めら

れないと対立しました。 

ユニオンの主張は研修会のミスから社長の

無視対応が始まり、部下の仕事のミスも当該

に責任を押し付けて降格された。その後職場

での監視状態と無視される扱いを受けうつ病

が発症していた。 

退職届はうつ状態で幹部会議の席で行きが

かり上、書いてしまい、当該が「自由意思で

書いたのか」疑わしい、「心裡留保」「錯誤」

であり問題であると反論し対立し膠着状態に

なった。 

第２回の団体交渉に於いても退職届撤回に

ついては対立のままであったが、ユニオンよ

りこの案件について、会社は解決方法をお持

ちですかの質問に金銭解決も考えられると回

答があり、双方解決方法について持ち帰り検

討するとなり、以後は事務折衝にて進めよう

となり、事務折衝にはいりました。 

 

3.事務折衝にて和解成立 

その後３回の事務折衝を行い、当該の会社

への長年の貢献、社長に代わって不満のある

部下を説得し円満解決した事など会社への貢

献度を考慮する事、退職届の無効についても

「心裡留保」での無効判例を参考にし、本人

の「自由意思」で退職届を書いたのかを代理

人弁護士と議論しました。その後具体的解決

条件について当該組合員、ユニオン要求と会

社条件との隔たりを埋めるべく事務折衝を重

ねました。ユニオンも当該の希望に沿うよう

に当該と幾度となく議論を尽くし、当該も納

得できる金銭和解の合意となりました。 
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団体交渉もコロナ禍の中で日程調整の滞り

があり１年ほどかかりましたが、２回の団体

交渉と３回の事務折衝で、和解成立に至りま

した。 

 

4.当該組合員の気持ち 

幹部会議の前までは、今後「真面目にやっ

ていきます」と、決意表明と謝罪をすれば納

まるとの思いでおり退職する意思はありませ

んでしたが、社長とのやり取りで行きがかり

上退職届を書いてしまった。 

退職届の撤回を求める通知書でも記した

ようにコロナ感染症が騒がれ就職が困難な時

期で世間の誰もがわかるように、辞めたら生

活がどうなるかわかっているのに本当に自分

の意思では退職する気持ちはありませんでし

た。 

 

☆解決後の当該組合員よりの御礼 

長い間本当にお世話になりました。 

ユニオン様がいなければ、ただただ、泣い

て終わるところ、皆様のおかげで家族仲良く

頑張って行こうと言う希望を持たせて頂きま

した。 

本当に本当にありがとうございました。ど

うかユニオンの皆様にもこの感謝の意を気持

ちをお伝えください。皆様のご健康と御多幸

を祈願させていただます。ありがとうござい

ました。 

 

 

 

 

 

 
ろ
う
ど
う 

運 

動 

の 

す 

す 

め 
 

 

 

過
食
を
防
ぐ
に
は 

 

年
末
年
始
は
つ
い
つ
い
食
べ
過
ぎ
て
し
ま
い
、
体
重
が
気
に
な
っ
て
い
る

方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

「腹
八
分
目
に
医
者
い
ら
ず
」
と
い

う
、
こ
と
わ
ざ
が
あ
る
よ
う
に
食
べ
過
ぎ
は
健
康
を
害
す
る
リ
ス
ク
が
あ
り

ま
す
。 

今
回
は
過
食
し
て
し
ま
う
原
因
と
そ
の
対
処
法
に
つ
い
て
取
り
上
げ
て
い

き
ま
す
。
過
食
の
原
因
に
は
様
々
な
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、

一
つ
に
満
腹
中

枢
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
関
係
し
て
い
ま
す
。
通
常
、
食
事
を
摂
る
こ
と
で
脳

の
視
床
下
部
に
あ
る
満
腹
中
枢
が
働
き
始
め
、
食
欲
を
徐
々
に
抑
え
る
働
き

が
生
じ
ま
す
。
し
か
し
、
食
べ
る
の
が
速
い
人
は
食
欲
を
抑
え
る
よ
り
も
前

に
、
食
べ
過
ぎ
て
し
ま
う
の
で
す
。 

そ
の
た
め
、

一
口
に
つ
き
20

回
以
上
噛
む
よ
う
に
し
て
、
食
事
の
時
間
を

長
く
取
る
他
、
野
菜
や
ス
ー
プ
な
ど
を
初
め
に
摂
り
、
満
腹
中
枢
に
刺
激
を

与
え
る
こ
と
が
過
食
を
防
ぐ
こ
と
に
繋
が
り
ま
す
。 

加
え
て
、
消
化
吸
収
に
時
間
の
か
か
る
タ
ン
パ
ク
質
を
し
っ
か
り
摂
る
事

で
、
腹
持
ち
を
良
く
す
る
事
が
で
き
る
他
、

「
コ
レ
シ
ス
ト
キ
ニ
ン
」
と
い

う
消
化
管
ホ
ル
モ
ン
の
分
泌
に
よ
り
、
食
行
動
を
制
御
し
て
食
べ
過
ぎ
を
抑

え
る
事
が
で
き
ま
す
。 

ま
た
、
平
均
の
睡
眠
時
間
が
５
時
間
以
下
と
短
い
場
合
で
は

「グ
レ
リ

ン
」
と
い
う
食
欲
を
刺
激
す
る
ホ
ル
モ
ン
が
多
く
分
泌
さ
れ
る
事
が
わ
か
っ

て
お
り
、
短
い
睡
眠
で
は
過
食
を
引
き
起
こ
し
や
す
く
、
結
果
肥
満
の
リ
ス

ク
が
高
ま
っ
て
し
ま
う
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

十
分
な
睡
眠
と
、
バ
ラ
ン
ス
の
摂
れ
た
良
い
食
事
内
容
、
朝
昼
晩
と
規
則

正
し
い
摂
取
タ
イ
ミ
ン
グ
、
腹
八
分
目
等
々
、
こ
れ
ら
を
少
し
意
識
す
る
こ

と
で
、
食
べ
過
ぎ
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
が
で
き
、
健
康
を
害
す
る
リ

ス
ク
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
無
理
の
無
い
健
康
管
理
に
役
立
て
て
い

き
ま
し
ょ
う
。 
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2021 年5 月21 日 

東京都労働委員会（都労委）に「不当労働⾏為救済命

令（団体交渉拒否）」を申し⽴て。 

（毎日新聞5 月13 日東京版） 

ＪＨＵホームページより 


